①　燃焼計算式が理解できるか
解）

完全燃焼した場合の基礎的反応は下記の通り

１．Ｃ＋Ｏ２　→　ＣＯ２＋９７,０００（Kcaℓ/Kmoℓ)

２．ＣＯ＋
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１

Ｏ２　→　ＣＯ２＋６７,６００（Kcaℓ/Kmoℓ）

３．Ｈ２＋
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１

Ｏ２　→　Ｈ２Ｏ＋５７,６００（Kcaℓ/Kmoℓ）

４．Ｓ＋Ｏ２　→　ＳＯ２＋８０,０００（Kcaℓ/Kmoℓ）

（上記２．の場合を例にとって説明すると）

一酸化炭素１分子と酸素
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１

分子が化合すると炭酸ガス１分子となり、炭酸ガス１kmoℓ（１０００グラム分子量）につき６７,６００kcaℓの熱が発生する。

一酸化炭素１kmoℓの重量は２８kgであるから一酸化炭素１kgを完全燃焼させてＣＯ２となった場合の発熱量は

６７,６００÷２８＝２４１４.２（kcaℓ）　　である。

①＜燃焼理論＞
☆燃焼計算式

例）プロパンガス２００ｍ３を完全燃焼させるには、酸素及び空気が何ｍ３必要か

①　プロパンガス（Ｃ３Ｈ８）の燃焼式を作る

(　)Ｃ３Ｈ８＋(　)Ｏ２　→　(　)ＣＯ２＋(　)Ｈ２Ｏ

()内の係数の求め方

ＣｎＨｍ＋（ｎ＋
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ｍ

）Ｏ２　→　ｎＣＯ２＋
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１

ｍＨ２Ｏ

上記の式に炭素数（n）及び水素数（m）を入れると

※　１moℓのプロパンを燃やすには
５moℓのＯ２が必要で生成物として
３moℓのＣＯ２と４molのＨ２Ｏができる

②　全てのガスは１moℓあたり２２.４ℓの体積を占めるのでプロパン１ｍ３に必要な酸素は５ｍ３である

２００ｍ３のプロパンなので

２００×５＝１０００ｍ３のＯ２が必要となり

空気量に換算すると１０００÷０.２１＝４,７６２

４,７６２ｍ３となる

☆燃焼式において他の係数の出し方（未定係数法）
(　)Ｃ３Ｈ８＋(　)Ｏ２　→　(　)ＣＯ２＋(　)Ｈ２Ｏ

 ａ Ｃ３Ｈ８＋ ｂ Ｏ２　→　 ｃ ＣＯ２＋ ｄ Ｈ２Ｏ

と書き直し、左右両辺の原子数が等しくなるように考えておく

・炭素原子においては３ａ＝ｃ

・水素原子においては８ａ＝２ｄ

・酸素原子においては２ｂ＝２ｃ＋ｄ

上記の式からａを１と仮定すると

ａ＝１

ｃ＝３

ｄ＝４

ｂ＝５

ここで出た数値を記入すると

(１)Ｃ３Ｈ８＋(５)Ｏ２　→　(３)ＣＯ２＋(４)Ｈ２Ｏ

※　Ｃ３Ｈ８＋ ５ Ｏ２　→　 ３ ＣＯ２＋ ４ Ｈ２Ｏ

例）液化エタン２kℓを完全に燃焼させるに必要な空気量はいくらか
①　エタン２kℓを重量に換算する

エタンの液比重は約０.３７であるので
２×０.３７×１,０００＝７４０

kgになる

②　エタンが何kgmoℓあるか求める

エタンのＭＷは

Ｃ２Ｈ６＝１２.０×２＋１.０×６＝３０

なので

７４０÷３０＝２４.７

kgmoℓあることになる

③　必要空気量を求めると

Ｃ２Ｈ６の燃焼式は

Ｃ２Ｈ６＋３.５Ｏ２　→　２ＣＯ２＋３Ｈ２Ｏ

上記の式は１kgmoℓのＣ２Ｈ６には３.５kgmoℓのＯ２が必要なので
２４.７　×　３.５＝　　 ８６.５kgmoℓ　Ｏ２
８６.５　×２２.４＝１,９３６　 ｍ３　  Ｏ２
１,９３６÷０.２１＝９,２２１ 　ｍ３   　Ａ１Ｒ

が必要となる
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